
【
６
月
議
会
】 

①
地
域
医
療
存
続
に
対
す
る
行
政

責
任
に
つ
い
て
（
一
般
質
問
） 

 

江
津
市
の
地
域
医
療
存
続
の
課
題

に
つ
い
て
は
、
病
院
、
市
、
県
な
ど
複

数
の
主
体
が
あ
り
ま
す
。
今
回
、
江
津

市
の
責
任
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

 

江
津
市
内
や
、
二
次
医
療
圏
域
（
江

津
市
・
浜
田
市
）
に
公
立
病
院
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
地
域
医
療
の
存

続
に
対
し
て
、
江
津
市
が
具
体
的
に

で
き
る
手
段
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
状
で
は
、
補
助
金
に
よ
る
財
政
支

援
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
補
助
金
の
目

的
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
医
療
福
祉

事
業
の
振
興
、
医
療
供
給
体
制
の
確

立
、
安
全
・
安
心
な
医
療
の
提
供
が
目

的
だ
が
、
本
市
で
は
特
に
救
急
医
療
、

周
産
期
医
療
、
入
院
機
能
の
確
保
に

対
し
て
財
政
支
援
が
必
要
と
考
え
て

い
る
」
と
の
回
答
で
し
た
。
市
内
で
は

済
生
会
江
津
総
合
病
院
が
唯
一
救
急

医
療
・
周
産
期
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
補
助
の
多

く
は
済
生
会
へ
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

            

 

平
成
16

年
度
の
新
臨
床
研
修
制

度
の
導
入
に
よ
り
、
医
局
か
ら
の
医

師
派
遣
が
縮
小
さ
れ
、
江
津
市
を
は

じ
め
地
方
に
お
い
て
医
師
の
確
保
が

困
難
に
な
り
、
地
方
病
院
の
経
営
環

境
は
大
き
く
悪
化
し
ま
し
た
。 

              

令
和
５
年
度
当
初
に
お
い
て
は
、

済
生
会
江
津
総
合
病
院
の
常
勤
医
数

は
10

人
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

医
師
確
保
が
で
き
て
い
る
他
地
域
の

取
り
組
み
で
は
、
地
域
住
民
も
大
き

く
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
事
か
ら
、

江
津
に
お
い
て
も
地
域
医
療
の
情
報

共
有
の
必
要
性
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

「
住
民
へ
の
情
報
共
有
は
重
要
。
今

後
検
討
す
る
」
と
の
回
答
で
し
た
。 

 

江
津
市
の
地
域
医
療
対
策
支
援
に

関
す
る
支
出
に
つ
い
て
は
、
年
々
上

昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
地
域

医
療
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る

事
か
ら
、
補
助
の
効
果
測
定
や
基
準

設
定
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

「
補
助
団
体
の
決
算
書
は
、
特
段
の

分
析
は
し
て
い
な
い
が
、
今
後
は
協

議
す
る
。
明
確
な
補
助
基
準
は
設
け

て
い
な
い
」
と
の
回
答
で
し
た
。 

 

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
二
次
医

療
圏
域
の
設
定
や
平
成
18

年
の
済

生
会
江
津
総
合
病
院
移
転
時
の
病
床

数
設
定
な
ど
、
島
根
県
の
責
任
も
あ

り
ま
す
。
引
き
続
き
地
域
医
療
存
続

の
た
め
、
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。 

電子カルテ等整備補助 ３億円 

運営補助 １億円 

救急病床補助 ９千万円 

周産期医療病床補助等 約１千 786 万円 

 

植田圭介公式 LINE 

kamisakabe.005008@gmail.com 
メール 

活動報告の確認・お問い合わせ 

未
来
の
希
望

た

ね

を

植
え
る
通
信 

２０２３年 8 月 江津市議会レポート等 

済生会江津総合病院への補助金 

（R5 年度主なもの） 

 

参考 済生会江津総合病院の常勤医師数の推移 



未来の希望を植えるための ５つの政策 

政策 課題認識 ４月～６月の取り組み状況（主なもの） 

①新しい交流を生み出す

まちづくり 

江津市が持続可能で住む人の幸せを追求できるまちにしていくためには、人口

減少の歯止めが必要⇒江津市総合振興計画にある 2030 年に人口 20000 人以上

の目標値の達成に向け、関係人口をさらに増やしていく新たな取り組みが必要。 

・企業版ふるさと納税制度活用について本市および島

根県協議・大田市商工会議所協議・江津高校協議・江

津工業高校協議 

②「ひとづくり」によるま

ちづくり 

仕事・生活のインフラとなるＩＣＴについて、誰もが使いこなし、恩恵を得られる

状態になっていない⇒誰もが恩恵を得られ、次の世代に選ばれる地域になるために、

インフラの整備として光回線全域化早期整備が必要。また、子どもから大人まで、

様々な ICT学習の機会が必要。 

・島根県デジタルデバイド対策協議・STEAM 教育協

議（NASEF JAPAN）・江津市内県立学校３校魅力化コ

ンソーシアム協議 

 

③一人も取り残さない福

祉のまちづくり 

済生会をはじめとする江津地域の医療課題について、当事者である住民が課題を認

識し、話し合える場が必要。居場所づくりは、不登校、引きこもり、独居など社会と

のつながりが希薄な人が発生している。つながりの構築が必要。 

・地域医療存続に対する行政責任について（一般質

問）・江津市医師会訪問・「住民による地域医療を守る

取り組み～雲南市の事例～」講演会参加 

④誰もが子育てに関るこ

とのできるまちづくり 

子育てを保護者・保育教育関係者だけで行っていては、地域が残らない。地域と子

どもがつながり、親世代が安心して子育てできる環境づくりが必要。 

・居場所づくり「ときまち」スタッフ参加・マナーア

ップあいさつ運動（江津高校前） 

⑤市民参加のまちづくり 市民と議会（行政）とが身近に感じられていない。行政の仕組みを知らない人が多

い。仕組みについて、理解を進める必要がある。 

SNS による議員活動の毎日報告。 

市内全ての地域コミュニティ交流センターで「市民と

語る会」（議会報告会）開催。 

その他議員近況（抜粋） 

４月 ◆江津市スポーツ協会協議◆江津市連合保護者会（保育）◆二宮まちづくり協議会社会部会◆議会ウェブセミナー（議会ペーパーレス）◆江津地区メーデー 

５月 ◆山陰過労死等を考える家族の会総会◆地域医療対策特別委員会◆旧江津市役所庁舎視察◆浜田地区保護司総会◆赤ちゃん登校日（江津東小学校）視察 

６月 ◆新任保護司研修◆ふらり［fula:Re］出店◆しちだ教育研究所視察◆関東江津会総会◆江津市防犯自治会総会◆サタデースクール◆ときまち 

 

日々の活動について SNS で発信しています。 

Twitter : https://twitter.com/52srkuk 

Facebook： https://www.facebook.com/keisuke.ueda.5817 

「江津市 植田圭介」で検索🔍 

関東江津会総会 

(東京) 

地域医療講演会 

（江津市総合市民センター） 

市民と語る会 

(二宮コミセン) 

 

２０２３年８月 江津市議会レポート等 


